
イ
ナ
l

イ
ヌ

イ
ナ
パ
ゴ
ゼ
ン

因
幡
御
前

加
れ
務
相
第
五
代

前
川
綱
紀
の
女
政
蜘
は
、
鳥
取
侠
池
川
音
滋
に
録
し

て
、
凶
岬
制
御
前
と
呼
ば
れ
た
。

X
治
符
子
川
伴
御
前

と
も
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。

イ
ナ
パ
ナ
ホ
ト
Z

稲
葉
直
宮
定
虻
と
都
し
、

前
は
証
舗
に
作
っ
た
の
も
あ
る
。
院
長
の
米
旧
制
銘
正

則
の
胞
を
以
て
前
川
利
市
に
仕
へ
、
抗
百
・
れ
を
叫
は

b
、
大
仮
役
に
は
肱
務
行
と
な
っ
て
従
制
し
た
。
役

後
千
一
二
百
石
を
明
し
、
元
利
・
見
永
の
間
引
用
に
管
附

せ
ら
れ
て
油
器
行
・
柑
抑
則
樹
開
中
行
・
公
都
判
制
開
中
行
・
作

恥
方
総
田
中
行
に

Mm任
し
、
勝
四
千
羽
と
な
っ
た
。
然

る
に
直
ロ
が
能
殺
の
代
官
を
励
む
る
や
、
政
年
に
瓦

っ
て
出
納
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。
こ
の

mは
取

へ
て
私
山
あ
る
で
も
な
か
っ
た
が
、
後
利
市
が
そ
の

制
定
を
命
ず
る
に
及
ん
で
、
紅
白
は
之
に
答
仰
し
得

な
か
っ
た
。
利
市
乃
ち
之
を
慌
さ
う
と
し
た
が
、
政

日
制
は
放
服
せ
ず
し
て
自
郎
に
閉
山
り
、
若
し
川
市
K

を
訟

は
さ
れ
た
な
ら
ば
勉
へ
て
一
快
職
せ
ん
ζ
と
を
期
し

た
。
図
っ
て
利
郎
は
之
を
銃
て
世
い
た
の
で
あ
る

が
、
光
高
の
封
に
就
く
に
及
び
、
物
を
賜
う
て財仲間桁

の
併
を
慰
め
、
日
つ
非
献
の
如
判
に
拘
ら
ず
、

一
命

キ
』
捺
げ
て
老
侠
の
命
を
蛮
ん
じ
、
光
お
を
し
て
浮
遊

を
全
か
ら
し
む
べ
き
こ
と
を
換
し
た
の
で
、
直
也
は

弟
宇
右
術
門
と
共
に
自
n
A
し
た
。
こ
の

m越
殺
到
=
一

州
志
に
も
三
銭
紀
に
も
立
永
十
入
年
七
且
と
す
る

も
、
そ
れ
は
光
尚
在
同
の
時
で
は
な
い
。
若
L
初
段

=
務

。

「

の

入

認

の

時

な

ら

ば

、

十

六

年

十

一

E
か
ら
十
七
年

-

イ
ナ
バ
ウ
Z

モ

ン

稲

葉
宇
右
衛
門

前
田
利
治
二
=
月
の
間
に
あ
る
べ
く
、
阿
国
っ
て
諸
士
系
闘
に
十
七

一に
仕

へ
て
五
百
石
を
受
け
、
御
使
番
を
勤
め
た
。
後

一
年
二
月
廿
八
日
切
胞
と
す
る
を
探
る
べ
き
で
あ
る
。

に
兄
左
近
直
也
の
認
を
得
る
や
、
砲
を

m
mに
抑
制
ゑ

一

イ
ナ
パ
ヘ
イ
ザ
エ
モ
ン

稲
葉
平
左
衛
門

水田町

て
共
に
命
に
抗
し
た
が
、
光
ね
か
ら
川
町
を
協
は
る
に

一

munパ
衡
の
子
で
、
氏
を
前
一
知
に
臨
め
た
も
の
。
前
回

及
び
白
川
A

し
た
。

l
イ
ナ
パ
ナ
ホ
ト
ミ
柄
引
制
直

一↑利
H
K

に
仕

へ
て
二
一白
討
を
鮪
L
、
子
孫
附
hH

滞
に
仕

出
。

へ
た
。

『聞天苗
肝
・
天
摺
日
命
を
祭
蹄
と
す
る
。
そ
れ
を
摺
屋

L
V
AV
-τ 

津
枇
と
し
た
の
は
、
宿
屋
を
撰
集
抄
の
宿
屋
揮
の
郡

だ
と
附
合
し
た
も
の
L
所
業
で
あ
ら
う
。

イ
ナ
ヤ
ツ
ノ
コ
ホ
リ

福
屋
津
の
郡

l
ト
ウ
ヤ

柄
屋
。イナ
リ

稲
荷

石

川
郡
中
奥
郷
の
部
古
川
で
あ
っ

た
が
、
明
治
入
年
十
且
に
三
日
前
村
に
合
併
せ
ら
れ

た。

百耳
イ 。イ
ヌ ヌ
てF てF

五 111' JL-

ヨ
犬丸

ウ

犬丸名

壁郡復嫡調E
城凶山
iこ

賀茂枇
闘す

る
主張 ffil 

に
諮
り
、
玄
関
前
に
手
桶
の
水
を
運
び
、
柄
拘
を
以

て
三
た
び
之
を
屋
上
に
徹
布
す
れ
ば
、
火
雌
昨
を
売
る

と
信
ぜ
ら
れ
た
。
稲
荷
祭
は
イ

一
月
腕
日
に
も
行
は

れ
た
が
、
そ
れ
は
晶
子
到
祭
と
い
は
れ
た
。

イ
ナ
リ
ヤ
シ
キ

稲
荷
屋
慰

金
仰
械
内
務
J

丸

の
商
南
下
段
な
る
銅
仰
の
納
長
な
る
地
を
稲
術
屋
政

と
い
う
た
。
結
後
到
三
州
芯
に
、
も
と
こ
の
所
に
稲

荷
榊
祉
が
あ
っ
た
が
、
築
城
の
際
一
日
石川
時
貯
印
刷
町
な

る
後
に
稲
荷
織
と
い
ふ
附
近
に
紗
し
、
元
利
八
年
記

に
浪
回
目
寺
境
内
に
料
ぜ
し
め
た
の
で
、
此
の
附則氏
M
K

寺
は
古
寺
町
の
惣

Mmmに
在
っ
た
が
、
後
に
野
町
内

う
し
ろ
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。

χ
-
設
に
柄
拘
判
絡
に

在
っ
た
の
は
浅
野
川
天
道
苛
の
稲
荷
制
で
あ
る
と
も

い
は
れ
る
と
。
後
続
従
ふ
ベ
〈
、

新
，
丸
の
稲
荷
枇

は
直
に
長
長
寺
に
修
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

イ
ヌ
ゴ
Z

犬
越

臥
主
抑
制
V
A
か
ら
別
所
に
主

る
聞
の
峠
0
4
M
M
さ
二
五
七
米
。

イ
ヌ
ゴ
ヤ

犬
小
屋

部
桜
中
は
阪
方
に
製
す
る

犬
を
倒
也
〈
小
径
が
石
川
畑
笠
測
に
あ
っ
て
、
犬
川市

の
者
間
帯
に
よ
っ
て
養
育
せ
ら
れ
、
明
治
に
及
ん
だ
。

こ
の
小
底
は
も
と
天
徳
院
の
仰
に
も
在
っ
て
、
延
貨

の
金
抑
凶
に
見
え
る
が
、
後
に
版
止
せ
ら
れ
た
ら
し

い
。
凶
長
十
七
年
十
月
の
定
自
に、

『
間
制
加
山
ゑ
さ

し

・
い
ぬ
引
以
下
在
々
に
お
ゐ
て
、
附
叩
北
(
外
非
分
申

懸
俄
不
可
有
之
堺
。
』
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
犬
小
屋

も
初
め
て
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

イ
ヌ
ノ
サ
ハ

犬

還

江

川山部
下
新
聞
の
内
の
小

字
。
茨
恕
紀
聞
に
、
下
創
出
村
領
に
大
な
る
相
仰
が
あ

っ
て
、
狼
が
叫
聞
に
陪
た
か
ら
犬
の
相
仰
と
名
づ
け
た
と

あ
る
。

イ
ナ
ブ
ネ

稲
舟

臥草山州柳
川
駅
同
郷
に
邸
す
る

郎町問
。
能
質
名
跡
芯
に
、
『
給
品
よ
り
十
川
に
稲
舟
村

と
て
あ
り
。
佐
波
よ
り
山
手
に
あ
る
也
o
此
村
に
隣

太
と
て
十
村
役
あ
り
。
笠
保
氏
な
り
。
云
止
。
今
も

五
月
八
日
に
は
此
の
家
に
石
励
山
の
栄
従
、
品
川
正
起

り
の
節
一
宿
あ
り
。
』
と
あ
る
。

イ
ナ
フ
ノ
ブ
ヨ
シ

治
生
宣
義

4
イ
不
ノ
ブ
ヨ

シ
街
宣
義
。

イ
ナ
ベ
ヅ
ミ
ハ
ナ
い
な
ベ
づ
み
鼻

鳳
京
都
乙
，

t
剛
の
部
訴
か
ら
東
方
の
小
脚。

イ
ナ
ヤ
ツ
シ
ヤ

稲
屋
津
社

関
芸
郡
精
屋
の
産

土
跡
で
あ
る
。
笛
名
は
天
榊
枇
V
A
は
天
桜
宮
で
、
天

イ
ナ
パ
ミ
チ
主
力
お
菜
遁
高
辺
都
高
左
衛
門
、

後
治
仁
。
寛
永
二
年
前
川
利
治
に
仕

へ
て
百
石
を
受

け
、
子
孫
滞
に
悦
製
し
た
。

イ
ナ
パ
ヤ
タ
シ
ド
ウ
因
幡

薬

師

堂

初
め
天
台

宗
如
け
い
初
之
を
附
川
の
俄
爪
丸
山
ょに
安
也
し
た
が
、

後
に
無
位
と
な
っ
た
か
ら
、
回
経
寺
十
弘
代
快
空
が

如
話
拐
の
名
を
以
て
日
光
門
中
.
に
山
山川ひ
、
改
め
て
府
和

室
寺
と
獄
し
た
。
後
寺
地
川
即
製
し
て
四
位
に
瓜
へ
な

か
っ
た
の
で
、
同
日
凶
寺
町
縦
突
寺
の
向
か
ひ
に
修
制押

し
た
。
明
治
八
年
潔
芸
苦
は
妹
洲
縦
一
=
附
向
肪
寺
の

跡
に
附
抑
制
刊
す
る
に
uu，ひ
、
か
の
抽
出
削
を
μ
ほ
勝
寺
に
溢

箆
せ
し
め
た
。
凶
脈
拍
出
附
と
糾
す
る
の
は
、
京
都
凶

締
法
一咋
等
司
の
そ
れ
を
削
制
し
た
も
の
か
と
忠
は
れ

る。

イ
ナ
リ
ガ
ハ

稲
荷
川

金
持
に
在
る

一
小
川
の

笛
名
。
抱
尼
記
に
、
京
本
間
剛
寺
の
後
な
る
畑
か
ら
捌

川
に
出
る
疏
水
を
稲
荷
川
と
い
う
た
。
古
へ
こ
の
附

近
に
絹
荷
嗣
が
あ
っ
た
お
の
郡
で
あ
る
が
、
今
は
そ

の
名
を
知
る
も
の
が
な
い
と
認
す
る
。

イ
ナ
リ
シ
ヤ
リ
ヨ
ウ

稲
荷
枇
領
京
都
府
術
枇

領
に
加
賀
凶
味
智
郷
内
水
田
茂
鈴
川
の
あ
っ
た
こ
と

は
、目立
武
元
年
九
且
四
日
附
椛
訴
決
断
加
の
牒
が
あ

り、

又
加
賀
凶
剣
道
庄
に
枇
樹
の
あ
っ
た
こ
と
は
邸

永
十
八
年
八
且
品
目
入
日
附
足
利
総
持
の
御
敬
揺
に
見

ら
れ
る。

イ
ナ
リ
パ
シ

稲
荷
橋

金
紳
助
九
郎
町
か
ら
野

町
一
『
J
目
の
小
山
町
へ
出
る
聞
の
前
川
に
架
け
た
小
さ

な
綬
栂
を
呼
ぶ
。
各
都
の
同
絡
は
明
ら
か
で
な
い
。

イ
ナ
リ
パ
シ

稲
荷
橋

金
抑
惣
椛
刷
の
栂
で
、

一
方
は
殿
町
に
、

一
方
は
味
噌
抑
制
川
に
援
し
、
そ
の

返
に
古
へ
病
荷
枇
が
在
っ
た
故
に
こ
の
俗
名
を
生
じ

た
と
い
ふ
。
務
政
申
は
緑
爪
に
番
人
の
家
が
あ
ふ
り
、

板
俄
で
あ
っ
た
が
、
明
治
胤
服
務
後
土
橋
に
改
め
た
。

イ
ナ
リ
バ
シ

稲
荷
橋

金
綿
織
梁
犯
に、
『
稲
荷

橋
味
噌
滋
即
又
並
木
町
』

と
あ
る
。
孤
木
町
な
る
抽
出

野
川
稲
荷
枇
附
近
の
栂
も
、
前
開
討
惣
椀
織
の
も
の
と

同
じ
く
稲
荷
僑
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

イ
ナ
リ
マ
ツ
リ

稲
荷
祭

も
と
二
且
初
午
に
詰

る
日
に
絹
荷
祭
を
行
っ
た
。
民
間
で
は
前
日
午
の
刻


